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静電気放電発生箇所検出技術の開発

電 子 部 ○尾前 宏

(株)日本計器鹿児島製作所 加藤正明

１． はじめに

電子部品の小型化や薄型テレビの大型化などに伴い，電子関連の製造現場では静電気によるトラブ

ルが深刻化している。県内企業向けに静電気対策技術講習会を実施した際のアンケート結果でも，製

造現場において，いつどこで静電気放電が発生したか分からず困っているとのニーズが高かった。そ

こで，製造現場で発生している静電気放電の発生箇所と時刻を正確に検出するシステムを考案し，具

現化するための要素技術の研究開発を行った。

なお，本研究は，(独)科学技術振興機構 JSTイノベーションサテライト宮崎の平成20年度実用化の

ための可能性試験(FS)にも採択され，(1) 製造現場に存在する電磁ノイズ源や静電気放電源の調査，

(2) 検知システムを効率的に精度良く設置する技術の開発，(3) 算出された放電発生箇所を効率的に

精度良く特定する技術の開発等を行った。

２． システムの概要

静電気放電の発生源を特定する手法として，図１に示すように，静電気放電に伴い発生する電磁波

を複数のアンテナで受信し，各アンテナに電磁波が到達した時間差から発生源の位置を特定する手法

（双曲線法）を用いた。この手法において，複数の受信アンテナの設置と，算出された放電源の位置

の特定を短時間で精度良く行うため，可視レーザー距離計を用いた位置合わせジグを開発した。

このジグを用いて受信アンテナを設置することにより，従来，数時間かかっていた受信アンテナの

設置作業が約３分ほどに大幅に短縮された。

図１ 検知システムの概要と主な技術要素
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３． 実験

３．１ 放電源の算出精度

当センターの電磁環境測定室（電波暗室）において，検知システムによる放電源の算出位置精度に

関する実験を行った。実験では図２のように，静電気放電試験機を用いた模擬放電源と，検知システ

ムを配置した。

その結果，検出システムの基準点（受信アンテナ①）からＸ：６ｍ，Ｙ：３ｍ，Ｚ：０ｍ（直線距

離で約6.7ｍ）離れた場所の静電気放電を約16cmの誤差で算出することができた。

図２ 試作システムでの放電位置算出実験例

３．２ 従来の静電気放電検知器との性能比較

静電気放電による電磁波を感知してLED表示等を行う従来の検知機と検出感度を比較する実験を行

った。市販の静電気放電試験機を模擬放電源とし，２ｍ離れた場所に検知器と本システムを設置し，

放電電圧を10kVから0.1kVづつ下げて放電させたところ，従来機は4.5kVまでしか検知できなかったの

に対し，本システムは放電源の最小設定電圧である0.2kVでも放電を検出できることを確認した。

４． おわりに

今回の技術開発により，受信用アンテナの設置技術や放電源の位置特定技術について実用的なレベ

ルに達することができた。また放電源の検出精度や検出感度についても実用性が高いことが分かった

ので，今後，静電気放電位置の算出精度の向上や静電気以外の電磁波との識別技術など，残された技

術課題を早急に解決して検知システムの実用化を目指したい。
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